
フロン類算定漏えい量報告・公表制度 報告書作成支援ツール
～旧バージョンから新バージョンへのデータ移行

及び報告結果の比較についての手引～



本手引について
本手引は、以下の(1)及び(2)の手順について解説したものです。

(1)報告書作成支援ツールの旧バージョンで作成した前回報告時のデータを、新バージョンへ
移行する方法

(2)新バージョンで作成した今年度報告する昨年度算定漏えい量報告書データと前回報告時
のデータを比較する方法

本手引では、2018年度にver.2.3で作成した、2017年度算定漏えい量の報告書のデータを
ver.2.4に移行する方法、及び2019年度にver.2.4で2018年度算定漏えい量の報告書データを
作成し、2017年度算定漏えい量報告書データと比較する方法について解説します。

なお、ver2.3以前で作成したデータをver2.4に移行する場合も同じです。

なお、2018年度算定漏えい量以降の報告書データ作成においては、ver2.4を用いてください。



2018年度算定漏えい量報告書作成について（全体像）



平成27年度報告時に実施済み

2018年度算定漏えい量報告書データの作成について（全体像）
2018年度算定漏えい量の報告書作成については、下図の（1）又は（2）のうちから該当する手

順を参照してください。なお、2018年度算定漏えい量の報告書は2019年度に提出します。
本手引では、（1）ver.2.3で2017年度算定漏えい量の報告書を作成し、ver.2.4で2018年度算

定漏えい量の報告書を作成する方法（①～⑦）を解説します。
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本手引での解説範囲

前回分、2018年度算定漏えい量報告データの比較が可能。

（1）ver.2.3*により2017年度
算定漏えい量**を報告し、
ver.2.4により2018年度

算定漏えい量を報告する
場合

*：ver2.3以前のバージョン
でも同じ

**：2017年度以前の算定漏
えい量であっても同じ。

⑤GWPの変更
（2019年度報告
用GWPに）



①2017年度算定漏えい量の報告書データをエクスポート



1 2017年度算定漏えい量の報告書データをエクスポート

ver.2.3（前回の報告書作成時に用いたバージョン）のメインメニューを開き、ver.2.3で作成した2017年度算定
漏えい量の報告書の事業所情報のデータをエクスポートし、ファイルに保存します。

「事業所情報のエクスポート」
をクリックし、2017年度の
データをエクスポートします。



②GWPの確認・変更（⇒2018年度報告用）



2 GWPの確認・変更

ver.2.4を開きます。インポートされているGWPの報告対象となる年度を確認してください。

このように表示されている場
合、2019年度報告用のGWP
が入っています。



2 GWPの確認・変更

ver.2.4に1でエクスポートした2017年度算定漏えい量の報告書データをインポートできるように、
2018年度報告用のGWPをインポートし直します。

GWP 更 新 を ク リ ッ ク し 、
2018 年 度 報 告 用 GWP の
CSVファイルをインポート



2 GWPの確認・変更

2018年度報告用（2017年度算定漏えい量報告用）のGWPとなっていることを確認します。あ
わせて漏えい量の算定対象年度を確認し、2017年度分に修正します。

2018年度報告用のGWPと
なっていることを確認します。

2018年度分になっていた場合、
2017年度分に修正します。



③2017年度算定漏えい量の報告書データをインポート



3  2017年度算定漏えい量の報告書データのインポート

1でエクスポートした2017年度算定漏えい量の報告書の事業所情報データをインポートします。

「事業所情報のインポート」
をクリックし、2017年度の
データをインポートします。
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3  2017年度算定漏えい量報告書データのインポート

ver.2.3で作成した2017年度算定漏えい量の報告書の事業所情報のデータが、ver.2.4上に再
現されていることを確認します。
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3  事業者情報の入力

ver.2.3から、事業者情報について、コピー&ペーストで引き継ぎます。

※は入力必須項目

報告者の情報

-

事業者の情報

事業者情報の⼊⼒・編集

法人名※

（ふりがな）※

代表者役職・氏名※

郵便番号※

（ふりがな）※

特定漏えい者の名称※

前回の報告における名称

（ふりがな）※

0013100

とうきょうとちよだくかすみがせき

東京都千代田区霞が関

環境株式会社

かんきょうかぶしきがいしゃ

かんきょうほんぶちょう　かんきょうじろう

環境本部長　環境二郎

（ふりがな）※

住所※

（ふりがな）

代理人役職・氏名

メインメニューに戻る

環境株式会社

代表取締役社長　環境太郎

だいひょうとりしまりやくしゃちょう　かんきょうたろう

かんきょうかぶしきがいしゃ

999999998特定漏えい者コード※

「事業者情報の入力・編集画面」
に、ver.2.3で入力した情報をコ
ピー&ペーストします。

※コピーできるのは、入力部分のみです。
入力欄以外のセルを含んでコピーすると、
ペースト時にエラー表示となるので、ご
注意ください。



④前回分データの保存



4  2017年度算定漏えい量の報告書データの保存

2017年度算定漏えい量の報告書データを確認したら、メインメニュー「現在の入力内容を報告
結果として保存」をクリックし、報告書データを保存します。

※クリックすると、データが支援ツール上に保存され、前回報告結果との比較の際に、「前回報告
結果」のデータとして反映されます。

「現在の入力内容を報告結果として保存」をク
リックし、2017年度のデータを保存します。

漏えい量



4  2017年度算定漏えい量の報告書データの保存

データが保存されると、「保存されている報告結果」に、年度が表示されます。

漏えい量

2017年度算定漏えい量の報告書データが
保存されました。



⑤GWP変更（2018年度報告用⇒2019年度報告用）



5  GWP、算定対象年度の修正

2017年度算定漏えい量のデータが保存されたことを確認後、2019年度報告用（2018年度算
定漏えい量報告用）のGWPを再度インポートし、漏えい量の算定対象年度を2018年度に修正し
ます。

2017年度から、2018年度
に修正します。

GWP 更 新 を ク リ ッ ク し 、
2019 年 度 報 告 用 GWP の
CSVファイルをインポート



5  GWP、算定対象年度の修正

2019年度報告用（2018年度算定漏えい量報告用）のGWPに更新されていることを確認します。

2019年度報告用のGWPに
変更されます。



⑥2018年度算定漏えい量の報告書作成



6  2018年度算定漏えい量報告内容の入力

GWPが更新されていることを確認したら、2018年度算定漏えい量の報告内容を入力します。
また、別途作成したCSVデータをインポートすることも可能です。
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⑦データ比較



7  データの比較

2018年度算定漏えい量の報告内容の入力が終わると、保存している2017年度算定漏えい量

の報告書データとの比較が可能になります。メインメニューの「前回報告結果との比較（事業者
全体）」 「前回報告結果との比較（特定事業所）」から選択します。

前回報告結果との比較ボタン
（事業者全体）

前回報告結果との比較ボタン
（特定事業所）



7  データの比較

事業者全体、特定事業所ごとに、2017年度算定漏えい量（前回）と2018年度算定漏えい量（今
回）とのデータの比較が可能になります。


